
数学Ⅱ 定積分と微分の関係 ( )年( )組( )番( )
て いせ きぶ ん び ぶ ん か んけい

x
a を定数とするとき，定積分 ∫ f (t) dt は，上 端 xの 値を定めるとその 値 が定まる

て いすう て いせ きぶん じょ うた ん あた い さ だ あ たい さだ

a

から xの関数である。この関数の導関数を求める。
かん すう かん すう どう かん すう もと

関数 f (t) の不定積分を F(t) とすると
か んす う ふ て い せ き ぶ ん

x

∫ f (t) dt ＝
a

この両 辺を x で微分する。このとき， F(a) は定数であるから(F'(a)＝ )になる。
り ょう へん び ぶ ん て いすう

d x d∫ f (t ) dt ＝ { } ＝ F'(x )－F'(a)＝ F'(x)＝
dx a dx

したがって，次の関係式が成り立つ。
つぎ かん けいし き な た

定積分と微分の関係
てい せきぶ ん び ぶ ん かんけ い

d x d a

∫ f (t) dt ＝ ∫ f (t ) dt ＝
dx a dx a

問題 A 次の式を xで微分せよ。
つぎ し き び ぶ ん

x x
(1) ∫ ( t2 － 2t ＋ 1 )dt (2) ∫ ( 2t 2 － at )dt

1 a

x
問題 B 等式 ∫ f (t ) dt ＝ x2 － 2x を満たす f (x ) および定数 a の 値 を求めよ。

とう しき み てい すう あ たい もと

a

2
問題 C f (x )＝ 2x＋ ∫ f ( t ) dt のとき，関数 f (x)を求めよ。

かん すう も と

0

2

∫ f ( t ) dt は定数になるので，a とおく。
て いすう

0

f (x)＝ とおける。

2 2 2

∫ f ( t ) dt ＝ ∫ ( ) dt ＝[ ] ＝0 0 0

2

∫ f ( t ) dt ＝ ＝ a より a ＝
0

したがって，( f (x)＝ 2x )になる。
1

問題 D f (x)＝ x2 ＋ ∫ f ( t ) dt のとき，関数 f (x)を求めよ。
かん すう も と

0

x
応用問題 E 関数 f (x )＝ ∫ 6t (t － 1) dt の極値を求めよ。

かん すう き ょく ち も と

1

x

f '(x )

f (x)


